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税 務 相 談
会社、商店等の経理問題や、税
金の問題について、税理士が相談

に応じます。お気軽にどうぞO相
談日…毎週金曜日/午後1時~4

時O区役所( 1階) 区民柤談室。
料金無料

区
立
公
園
が
1
1
か
所
完
成

み
な
さ
ん
の
近
く
に
公
園
を

公
園
は
、
都
市
生
活
を
す
る
も
の
に

と
っ
て
、
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
わ
た
く
し
た
ち
に
憩
の
場
を

与
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時

の
避
難
場
所
な
ど
に
も
な
る
た

め
で

す
。
ま
た
、
公
園
の
緑
は
、
酸
素
を
供

給
し
た
り
、
都
市
の
美
観
に
も
役
立
つ

て
い
ま
す
。

区
の
長
期
計
画
に
よ
る
と
、
昭
和
六

十
年
度
に
は
、
区
民
一
人
あ
た
り
の
公

園
面
積
は
、
―二
・
四
平
方
㍍
を
確
保
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
区
で
は
、
み

な
さ
ん
の
近
く
に
公
園
を
と
、
公
園
の

建
設
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

四
十
七
年
度
に
は
、未
整
備
だ
っ
た

六
か
所
の
公
園
と
新
た
に
五
か
所
の
計

十
一
か
所
の
公
園
を
整
傭
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
区
の
公
園
は
九
十
八
か
所
と
な

り
、延
べ
面
牘
は
、四
八
万
一
(
九
五

平
方
㍍
に
な
り
ま
し
た
。

■
整
備
し
た
公
園

▽
若
松
公
園
I
中
央
木
町
二
丁
・目
四
-

二
二
(
二
六
四
五
平
万
㍍
)

▽
西
新
井
西
公
園
I
西
新
井
六
丁
目
-

九
-
一
(
五
九
八
四
平
方
㍍
)

▽
谷
在
家
公
園
1
谷
在
家
二
丁
目
一
三

-
一
(
一
万
五
二
九
六
平
方
㍍
)

▽
し
ょ
う
ぷ
沼
公
闘
F
谷
中
二
丁
目
四

-
一
(
二
万
三
三
一
平
方
㍍
)

▽
足
立
堀
之
内
公
園
――堀
之
内
二
丁
目

一
丿
一
(
四
(
二
五
平
方
㍍
)

▽
足
立
富
士
見
公
園
―
西
新
井
七
丁
目

一
七
1
】(
七
三
一
三
平
方
㍍
)

▽
一
本
木
公
園
1
北
堀
之
内
町
一
七
五

二
(
三
一
六
五
平
万
㍍
)

▽
上
の
公
園
I
加
平
二
丁
目
匸
ニ
ー
一

二
(
二
(
六
四
平
方
㍍
)

▽
諏
訪
木
北
公
園
-
酉
伊
興
町

五
三

(
(
四
二
平
方
㍍
)

▽
川
端
第
一
公
園
F
加
平
―〒
目
二
三

一
一
(
二
九
二
五
平
万
㍍
)

▽
川
端
第
二
公
園
-
加
平
二
丁
目
―
〒
　
(
(

二
四
七
(
平
方
㍍
)

■
児
童
遊
園
の
整
備

児
童
遊
園
も
新
た
に
次
の
二
か
所
が

完
成
し
、
合
計
九
十
(
か
所
(
延
べ
面

積
五
万
七
七
〇
六
平
方
㍍
)
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
保
木
問
第
七
児
童
遊
園
　
(

保
木
間
町
六
(
〇
)
は
廃
園
に
な
り

ま
し
た
。

▽
西
伊
興
児
童
遊
園
-
西
伊
興
町
九
1

四
(
五
七
〇
平
万
㍍
)

▽
綾
瀬
一
丁
目
児
童
遊
園
!
綾
瀬
一
丁

目
―
―
三
-
二
九
(
六
(
一
平
万
㍍
)

公
園
は
み
ん
な
の
も
の

公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
ほ
か

の
人
に
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
幼
児
の
遊
ぴ
場
で
あ
る

砂
場
で

、
犬
の
大
小
便
を
さ
せ
る
こ
と

は
、
不
衛
生
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い
。

緑ゆたかなしょうぶ沼公園

放
し
飼
い
の
犬
は

す
べ
て
捕
獲
さ
れ
ま
す

放
し
飼
い
の
犬
に
咬
ま
れ
て
、
[
全

冶
一
週
煕

な
ど
と
い
う
物
騒
な
事
件

が
区
内
で
も
、
年
間
約
二
百
件
以
上
も

発
生
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
犬
の

ふ
ん
な
ど
に
よ
り
町
が
汚
染
さ
れ
、
首

都
美
化
の
う
え
か
ら
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す

。

そ
こ
で

、
都
で
は
、
こ
の
よ
う
な
放

し
飼
い
の
犬
を
き
び
し
く
取
り
締
ま
る

た
め
、
早
朝
と
夕
方
に
犬
の
捕
獲
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
捕
獲
は
、
す
べ
て
放

し
飼
い
の
犬
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す

の
弌

鑑
札
を
受
け
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
し
て

、
犬
の
首
輪
に
そ
の
メ
ダ
ル

を
付
け
て
い
て
も
放
し
飼
い
に
さ
れ
て

い
れ
ば
捕
獲
さ
れ
ま
す
。
区
内
で
は
、

年
間
約
二
千
頭
以
上
の
犬
か
捕
獲
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
っ
て

い

る

方
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
、
責
任
を
も

っ
て
犬
を
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇

登
録
は
、
年
一
回
受
け
る
こ
と

○

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
二
回

(
春
・
秋
)
受
け
る
こ
と

○

犬
は
、
安
全
な
場
所
に
つ
な
い
で

飼
う
こ
と

○

犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
始
末
す

る
こ
と

○

犬
か
人
に
咬
傷
を
与
え
た
ら
、
飼

い
主
は
た
だ
ち
に
最
寄
り
の
保
健
所

に
届
け
る
こ
と

○

犬
に
咬
ま
れ
た
人
は
、
た
だ
ち
に

保
健
所
へ
届
け
出
る
こ
と

7 月1 日老人医療証の

適用範囲広がる
―年齢引下げと所得制限の緩和―

こ
の
制
度
は
、
お
年
寄
り
が
健
康
保

険
証
を
使
用
し
て
診
凍
兮
つ
け
た
時
　
(

写
真
)
医
療
機
関
に
支
払
う
自
己
負

担
分
を
、
国
や
都
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。こ

と
し
の
一
月
か
ら
、
マ
ル
寿
老
人

医
療
費
受
給
者
証
(
国
の
制
度
)
、
ま

た
は
マ
ル
福
老
人
医
療
証
(
都
の
制
度
)

が
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
に
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

昭
和
四
十
(
年
七
月
―
日
か
ら
助
成

範
囲
の
拡
大
な
ど
の
改
正
か
あ
り
ま
す

の
で
、そ
の
峨
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
年
齢
の
引
下
げ
は
・・・

い
ま
ま
で
の
都
の
医
療
制
度
で
は
、

七
十
歳
以
上
(
重
度
の
障
害
の
あ
る
と

き
は
六
十
五
歳
以
上
)
の
お
年
寄
り
が

対
象
で
し
た
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

か
対
象
に
な
る
よ
う
、
年
齢
を
五
歳
引

下
げ
ま
す
。

▽

所

得

制

限

は

。・・

国
の
医
療
制
度
で
は
r
扶
養
義
務
矜

の
所
得
制
限
と
本
人
の
所
得
制
限
を
。

都
の
医
療
制
度
で
は
、
本
人
の
所
得
制

限
を
大
幅
に
緩
和
し
ま
す
。

例
丿
岡
の
制
度
で
は
、
扶
餐
家
族
五
人

の
場
合
、
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
年

収
が
六
百
万
円
以
下
、都
の
制
度
で
は
、

扶
養
家
族
の
な
い
場
合
、
本
人
の
年
収

が
百
二
十
万
円
以
下
か
基
準
に
な
り
ま

す
。

▽
七
月
・
日
以
降
対
破
と
な
る
方
は
・
:
　

現
在
、
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
の

方
が
都
の
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
の
方
に
は
、
五
月
中
に
往
復
(

ガ
キ
で
交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で

、
期
日
内
に
必
ず
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
老
入
医
東
証
を
お
持
ち
の
方
へ
・・・

現
在
、
マ
ル
寿
・
マ
ル
福
老
人
医
療

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
ま
ま
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
七
月
一
日
以

降
の
受
給
資
格
を
確
認
の

う
え
六
月
末
頃
、
新
し
い

医
療
証
を
送
け
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
次
に
該
当

す
る
万
は
、
お
手
数
で
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
都
外
の
医
療
機
関
で
、
診
療
を
受
け

た
と
き

○
付
陌
看
誕
料
・
移
送
費
、
コ
ル
セ
y
卜
　

代
金
な
ど
を
療
養
費
払
い
し
た
と
き

申
閘
・
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
は
、

区
役
所
医
療
係
へ
ど
う
ぞ
。

仕事の担当が

変わりました

区
で
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
増
大
し
て
い
る
事
務
を
能
率
的
に

処
理
す
る
た
め
に
、
五
月
一
日
付
で

組
織
改
卍
そ
行
な
い
ま
し

た
が
、
そ
口
つ
ち
、
皆
さ

ん
に
関
係
の
深
い
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
区
民
部
管
理
課
保
健
　

術
生
係
が
保
健
係
(
伝
　

染
病
予
防
。母
子
保
健
、

畜
犬
登
録
)
と
衛
生
係
　
(

ネ
ズ
ミ
・
昆
虫
駆
除
、

環
境
衛
生
)
に
な
り
ま
　

し
た
。

▼
厚
生
部
福
祉
課
老
人
助
成
係
　
(

ひ
と
り
暮
ら
し
・
ね
た
き
り
老

人
福
祉
)
か
ら
医
療
係
(
医
療
費

助
成
)
が
分
離
し
ま
し
た
。

▼
土
木
部
施
設
課

下
水
道
係
が
新

設
さ
れ
、都
か
ら
受
託

し
た
下
水
通
校
線
工
事

を
担
七
し
ま
す
。(
四

月
冐
付
)

▼
建
築
部
建
築
課

相
隣

調
整
主
査
か
お
か
れ
。

建
築
物
に
よ
る
日
照
・

電
波
障
害
問
題
な
ど
の

調
盤
を
行
な
い
ま
す
。

そ
の
他

教
育
委
員
会
に

新
た
に
教
育
セ
ン
タ
ー
開
館
準
備

室
が
設
け
ら
れ
庶
務
係
、
事
業
係

が
そ
力
事
務
に
あ
た
り
ま
す
。

～
チ
ャ
ン
ス
は
今
～

空
地
の
雑
草
を
な
く
そ
う

こ
と
し
も
、雑
草
の
伸
び
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。例
年
こ
の
時
期
に
な
り

ま
す
と
。雑
草
が
繁
茂
し
て
。(
エ
や

力
の
発
生
源
に
な
る
な
ど
空
地
付
近
の

住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
キ
リ
ン
草
の
花
粉
か
人
体
に

健
康
上
悪
い
彫
響
を
お
よ
ぼ
し
た
り
、

雑
草
の
生
い
茂
っ
て
い
る
場
所
が
シ
ン

ナ
ー
遊
ぴ
な
ど
、
非
行
の
場
に
な
っ
た

り
、
ま
た
、
枯
草
が
燃
え
て
火
災
発
生

の
原
囚
に
な
る
な
ど「

多
く
の
啝
例
か

あ
り
ま
す
。

「
草
刈
条
例
」
の
施
行
以
来
、
各
地

域
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
雑
草
繁
茂

地
か
徐
々
に
馘
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
空
地
に
雑
草
か
生
い

茂
っ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
Iれ
ま
す
。

区
内
か
ら
雑
草
繁
茂
地
を
な
く
し
、

住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、空
地
の

所
有
者
(
管
理
者
)
の
万
は
。ぜ
ひ
、

こ
と
し
も
雑
草
を
自
主
的
に
刈
り
取
り

近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

雑
草
を
刈
り
取
る
に
は
、
自
分
で
刈

り
取
る
の
か
一
番
経
済
的
で
す
か
、
雑

草
を
刈
り
取
る
機
材
の
な
い
と
き
は
、

各
出
張
所
で
自
動
草
刈
機
を
無
料
で
貸

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
手
の
な
い

方
に
は
、
除
草
内
業
者
委
託
を
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
除
草
の
委
託
は
、
区

役
所
衛
生
係
へ
ど
う
ぞ
。

都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
手
続
等
説
明
会

七
月
(
日
に
執
行
予
定
の
東
京

都
議
会
議
員
選
挙
に
、
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、

関
係
書
類
の
交
付
・
立
候
補
手
続

等
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
す

。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時
六
月
六
口
(
水
)
午
後
】

し0

鳩
所

区
役
所
七
階
大
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
、区
選
挙
管

理
委
員
会
(
　
(
八
一
丁
一
一
一

一
)
へ
ど
う
ぞ
。

区
民
芸
能
大
会
を

開
催
し
ま
す

区
で
は
、
日
舞
・
民
謡
・
歌
謡
曲
な

ど
を
区
民
が
演
じ
る
区
民
芸
能
大
会
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
御
観
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
上
(
月
二
日
(
古
午
前
十

時
?
午
後
五
時

開
催
場
所
-
足
立
区
文
化
会
館

ハ
エ
と
力
の
退
治
は

今
の
う
ち
に

そ
ろ
そ
ろ
(
エ
と
力
が
発
生
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
气

水
た
ま
り
や
ど
ぶ

な
ど
に
幼
虫
が
出
て
き
ま
す
。
今
の
う

ち
に
こ
の
百
害
な
こ
ん
虫
に
先
制
攻
撃

を
加
え
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
こ
の
四
月
か
ら
「
こ
ん
虫
駆

除
作
業
班

」
を
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

耶
除
班
は
お
も
に
不
衛
生
地
区
や
下
水

溝
・
水
た
ま
り
な
ど
を
巡
回
駆
除
し
て

い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
近
所
で
個
人

で
は
手
に
匐
え
な
い
場
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
駆
除
班
は

九
月
三
十
日
ま
で
盾
動
し
ま
す
。

こ
ん
虫
駆
除
は
一
軒
で
行
な
っ
て
も

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
町
ぐ
る
み
で

行
な
う
よ
う
町
会
・
自
冶
会
に
殺
虫
剤

を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

こ
ん
虫
駆
除
に
つ
い
て
の
連
絡
・
ご

相
談
は
、
区
役
所
衛
生
係
へ

。

区民福祉センター・児童館・図書館だより・
□

東

部
区

民

福

祉
セ

ン

タ
ー
　

六
〇
五
-
七
言
―
一

―
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
エ
作
五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
吟

■
お
は
な
し
と
ス
ラ
イ
ド
六
月
六
日
(
水
)
・
二
十
日
(
水
)
午

後
二
時
か
ら

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
六
月
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

―
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
つ
ど
い
六
月
十
七
日
(
日
)
午
後
―
―
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
上
四
(
円

■
生
花
教
室
五
月
二
十
五
日
(
金
)
午
後
一
時

」
紙
入
形
教
室

言

き
し
紙
人
形
-
お
軽
勘
平
》

五
月
二
十
九
日

(
火
)
午
後
一
時

各
教
室
と
も
定
員
I
I十
名
。
対
象
は
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
万

■
老
人
慰
安
映
画
会
五
月
二
十
五
日
(
金
)
午
後
―
時
・
・
―
「湯
鳥

の
白
梅
」

■
子
ど
も
映
画
会
五
月
二
十
日
(
日
)
・
・
―
ふ
え
ふ
き
岩
他
二
十

六
日
(
土
)
・
・
・
ぼ
く
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
他
時
間
は
い
ず
わ
も
午
後

一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
-
五
〇
ご
(

u
r
n
か
こ
う
五
月
二
十
日
(
日
)
・
二
十
七
日
(
日
)
午
前
十

時
・・
'白
盆
に
絵
具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で

■
ス
ラ
イ
ド
五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時
・―
・
「
お
お
か
み
か

来
た
」
・
「
わ
ら
し
べ
長
者
」

■
紙
工
作
五
月
三
十
日
(
水
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
二
-
二
七
六
五

■
老
人
演
芸
大
会
五
月
三
十
日
(
水
)
午
前
十
時
区
内
在
僅
六

十
歳
以
上
の
方

申
込
み
は
二
十
五
日
ま
で
に
セ
ン
タ
よ
'
務
室
へ

ど
う
ぞ
。
先
着
六
十
名
で
締
切
り
。

一
い
け
花
教
室
六
月
石
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

一
お
茶
の
教
室
六
月
二
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

二
教
室
と
も
対
象
は
'
A

内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

費
用
無
科

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
六
月
二
日
(
土
)
午
後
三
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
六
月
三
日
(
日
)
・
・
・
カ
ミ
ナ
リ
ゴ
ロ
y
ぺ
他

十
日
(
土
ご
・
・
ち
か
ら
太
郎
時
間
は
い
ず
れ
も
午
紲
)
吟
三
十
分

(
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
紀
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
―
六
九
円
「

」ギ
タ
ー
教
室
六
月
九
日
(
土
)
・
二
十
三
日
(
古
午
後
二
時

■
卓
球
月
例
会
六
月
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

□

図

書

館

の
催

し

物

一
旧
柬
淵
江
村
佐
野
新
田
佐
野
家
資
料
展
・・・
六
月
十
三
日
ま
で
M
催

中

日
塲
映
画
会
・
日
曜
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
中
-
中
央
図
書
館

」
子
ど
も
映
画
会

千
僅
図
番
館
-
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
―二
十
分

新
田
図
書
館
一
五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時
宮
城
図
書
館
-

五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

へ
各
施
般
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
》

▽

図

書

館

休
館

の

お

知
ら

せ

△

図
書
の
特
別
整
理
の
た
め
、各
図
書
館
は
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

口
五
月
三
十
}
日
(
木
)
ヱ
(
月
十
四
日
(
木
)
―
・
・
千
住
図
書
館
、

宮
城
E
醫
館
、
巾
川
図
書
館

口
六
月
十
四
口
(
木
)
~
六
月
二
十
(
口
(
木
)
・
・
・
中
央
図
書
館
、

新
田
図
書
館
、
常
東
図
書
館

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888一3141　中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

新
田
児
童
館
・
老
人
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

一
五
月
十
}
日
、完
成
の
待
た
れ
て

一
い
t
新
田
児
童
館
・
老
人
館
〈併
設
)

莊
開
館
し
ま
し
た
。こ
の
施
股
は
、¥

ど
も
と
老
人
か
一
諸
に
楽
し
め
る
-

1
-
施
設
で
す
。お
孫
さ
ん
を
連
れ
た
お

石

い

さ

ん
お

ば

あ

さ

ん
は

、
大

い

に

軻

用

し
て

く
だ

さ

い

。

児
童
館
に
は
、。図
書
室
・
音
楽
室

・
工
作
室
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
く
活

動
で
き
る
よ
う
設
備
さ
れ

て
い

ま

す
、
対
象
は
、幼
児
お
よ
ひ
小
・
中
学

生
。
な
お
、
幼
児
の
場
合
は
保
麗
者

の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
老
人
館
に
は
、
演
芸
の
で

き
る
大
広
間
・
娘
楽
寔
●
浴
室
な
ど

が
あ
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。は
じ
め
て
入
館
す
る
時
は
、

入
館
票
を
も
ら
い
、
次
回
か
ら
は
、

か
な
ら
ず
入
館
票
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
入
館
は
無
料
。
開
館
時
間

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
、
毎
週
月
曜
日
と
国
民
の・
祝
日
・

年
末
・
年
始
は
休
館
し
ま
す
。

鏤
物
の
所
在
、
施
設
規
欒
内
容
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
所
在
地

新
田
二
丁
目
T

一
三

▽
交
通
機
関

都
バ
ス
L
足
立
区
役

所
前
?
王
子
駅
閭

新
田
三
丁
目

下
車
徒
歩
約
十
分

国
際
バ
ス
=
西
新
井
警
察
署
前
?

赤
羽
駅
間

新
田
小
学
校
下
車
徒

歩
約
五
分

▽
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

三
階
建
て
(
一
部
職
貝
寮
)

ワ
面
積
延
床
面
積
一
匸
一
五
・
四
　

六
二
平
万
M

□
ー

階

□
児
童
館
遊
戯
室
/
育
成
室
/
集

会
室
/
休
養
室
/
相
岐
室

□
老
人
館
大
広
間
/
娯
楽
室
/
浴

室
/
島
沸
室

○
育
成
室

学
校
か
ら
帰
っ
て
も
、

冢
に
だ
れ
も
い
な
く
、
ひ
と
り
で

い
る
子
か
楽
し
く
遊
ん
だ
り
勉
強

す
る
た
め
の
ク
ラ
ブ
で
す

。

〇
集
会
室

こ
の
部
屋
は
子
ど
も
会

の
会
合
や
、
十
六
ミ
リ
映
写
槻
に

よ
る
映
画
会
も
で
き
、
卓
球
を
し

て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
大
広
間

老
人
同
士
の
竃
友
の
場

・
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

○
浴
室
湿
泉
気
分
に
ひ
た
り
、
日

頃
の
疲
れ
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
老
人
の
た
め
に
用
意
し
ま
し

た
。
入
浴
で
き
る
日
は
火
・
木
・

土
。
入
浴
時
間
は
、
男
性
か
十
一

時
～
一
時
。
女
性
か
一
時
三
十
分

圭
一
―時
三
十
分
で
す
。

□
ニ

階

□
児
童
室
工
作
室
/
音
楽
室
/
図
　

書
室

○
工
作
室
ね
ん
土
細
工
・
お
り
紙
　

・
絵
の
具
な
ど
工
作
用
具
か
た
く

さ
ん
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。
飛
行

機
や
自
動
車
な
ど
の
プ
ラ
モ
デ
ル

も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
音
楽
室

ピ
ア
ノ
ー
オ
ル
ガ
ン
ー

ギ
タ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を

そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。
ス
テ
レ
オ

装
置
や
た
く
さ
ん
の
・レ
コ
ー
ド
も

用
意
し
ま
し
た

○
図
書
室
お
も
し
ろ
い
本
か
た
く
　

さ
ん
あ
り
、
自
由
に
読
め
ま
す
。

読
み
た
い
本
か
あ
っ
た
ら
館
の
人

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

老人館・娯楽室

児童館・音楽室

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
5
)

―
―
千
住
一
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
八
―
―

勝

山

準

四

郎

鵈
外
は
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
る
と
間
も
な
く
千

住
を
去
り
、
下
谷
花
園
町
(
当
時
)
に
転
居
し
た
。

し
か
い
父
静
男
は

、
明
冶
二
五
年
本
郷
団
子
坂
の

新
居
(
艢
嗣
楼
、
現
鴎
外
肥
念
公
畷
)
に
移
る
ま

で
、
相
か
わ
ら
ず
橘
井
堂
医
院
を
開
業
し
て

い

た
。後
年
享
医
界
、文
芸
界
に
君
臨
し
た
鴎
外
に
と

っ
て
も
千
往
は
思
い
出
深
い
地
で
あ
っ
た
。
先
の

「
カ
ズ
ィ
ス
チ
カ
」
の
一
節
に
r
花
房
は
大

学
を
卆
業
し
て
、
官
吏
と
な
っ
て
半
年
ば
か

り
も
病
院
に
動
め
て
ゐ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
か

ら
後
は
学
校
教
師
に
な
っ
て

、
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
ム
に
出
入
り
す
る
ば
か
り
で
、
病
人
と
い

ふ
も
の
蜃
扱
っ
た
事
か
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら

花
房
の
記
憶
に
は
、
い
つ
ま
で
も
千
住
の
家

で
父
の
代
診
を
し
た
時
の

事

が
残
っ
て
い

る
。
…
…
…
」
と
叙
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

創
作
で
は
あ
る
か
、
同
時
に
実
感
か
こ
も
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
緑
が
あ
っ
た
の
で
、
大
正
五
年
依
頼
を
受

け
て
撰
文
し
た
の
か
、
大
正
妃
念
逎
碑
(
千
住
吉

元
町
五
九
)
で
あ
る
。道
路
開
股
の
あ
ら
ま
し
と
、

開
拓
者
石
出
吉
胤
の
贈
位
を
た
た
え
た
長
文
で
あ

る
。
文
の
最
終
に
「
索
一
女
於
J

余
。
駅
余
先
考

所
・
i
居
一
。瞑
不
‘
得
‘
辞
。
乃
書
“
其
由
一
以
与
‘

之
。
」
と
そ
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い
る
。
碑
は

災
魯
に
も
い
た
ま
ず
健
在
で
、
鴎
外
を
拓
る
唯
一

の
紀
念
物
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
住
居
は
森
家
移
転
後
、
千
住
=一
丁
目

の
農
貝
砂
楯
商
「
万
芒

の
手
に
度
り
、
一
年
後

に
斉
木
林
策
が
圖
受
け
医
院
を
開
葉
し
た
。
先
号

の
石
井
時
子
さ
ん
は
こ
の
林
策
氏
の
娘
で
あ
る
。

斉
木
医
院
は
明
治
三
三
年
千
住
三
丁
目
に
転
ず
る

ま
で
、
こ
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
便
っ
て
い
た
。石

井
さ
ん
も
五
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
こ
の
冢
に
住
ん

で
お
り
、
そ
の
記
憶
が
先
号
の
見
取
図
で
あ
る
。

『
古
い
建
物
で
し
た
か
百
円
位
で
買
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。で
も
(
ネ
橋
の
わ
き
に
は
あ
じ
さ
い

の
花
か
ゆ
ら
い
で
お
り
、
お
庭
は
い
つ
見
て
も
よ

い
な
が
め
で
し
た
。
」
と
は
そ
の
時
の
お
話

。
斉

木
方
か
ら
こ
の
屋
敷
は
地
続
き
の
河
合
家
に
躓
ら

れ
た
。
白
酒
で
有
名
な
酒
問
屋
徳
島
謚
で
あ
る
。

話
を
伺
っ
た
時
(
昭
和
三
十

―
年
)
そ
の
河
合

家
も
す
で
に
埼
玉
に
移
ら
れ
、
跡
地
は
協
和
醗
酵

工
業
東
京
工
場
と
な
り
建
吻
の
行
方
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
河
合
冢
に
手
紙
を

出
し
て
尋
ね
て
み
气

す
る
と
、
数
日
後
ご
当
主

詭
Ξ
朗
氏
が
与
野
市
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
犀
で
お
出
に

な
り
、
そ
れ
か
ら
の
て
ん
ま
つ
を
話
し
て

頂

い

气

結
局
、
そ
の
建
吻
の
一
郎
は
大
事
に
千
僅
一

丁
目
二
六
の
別
邸
に
移
築
し
た
か
、
昭
和
二

十
年
四
月
の
空
襲
で
全
焼
し
、
外
に
森
家
以

来
の
柿
の
木
も
I
本
移
碚
し
た
か
こ
れ
も
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
「
こ
の
柿
の

木
に
は
私
も
。
い
と
こ
の
栄
冶
郎
(
故
人
東

大
教
授
経
済
学
者
)
も
子
供
の・
こ
ろ
よ
く
登

っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
よ
0
J

と
思
い
出

を
語
ら
れ
た
。
こ
の
建
吻
最
後
の
地
に
は
今

も
焼
残
っ
た
土
蔵
が
一
櫟
国
道
沿
い
に
目
印

の
よ
う
に
建
っ
て
い
る
。

歳
月
は
歴
史
を
洗
い
流
そ
う
と
し
て
い
る
。
文

豪
ゆ
か
り
の
‘地
に
は
ユ
ー
バ
ー
と
お
役
所
の
ビ
ル

が
無
心
に
建
っ
て
い
る
。
薈
を
I語
る
一
本
の
標
柱

か
ほ
し
い
な
あ
と
願
う
の
は
私
だ
け
の
夢
だ
ろ
う

か
。

(
こ
の
項
終
。
次
は
二
丁
目
)

大正記念道碑

住
居
表
示
の
再
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

綾
瀬
一
丁
目
ヱ
【丁
目
・
東
綾
瀬
】

丁
目
丕
こ
丁
目
・
策
和
一
丁
目
?
五
丁

目
・
中
川
一
丁
目
?
五
丁
目
の
地
区
は

住
居
表
示
後
、
す
で
に
約
(
年
た
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
住
居
番
号
表
示
板
、

町
名
表
示
板
な
ど
か
変
色
・
破
楓
に
よ

り
、
見
に
く
く
な
っ
て
い
た
り
、
新
・

改
築
な
ど
で
い
ま
た
に
住
居
表
示
課
に

届
け
出
の
な
い
家
屋
に
は
掲
示
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、五
月
下
旬
頃
か
ら
業
者
(
区

の
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
。)
が
各
ご

家
庭
の
住
居
番
号
表
示
板
の
点
検
、
建

物
の
形
状
、
世
帯
主
名
な
ど
の
調
査
の

た
め
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
破
損
、
紛
失
、
不
明
瞭
な
表

示
板
に
つ
い
て
は
、
お
伺
い
し
て
取
り

替
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
住
居
表
示

課
へ
ど
う
ぞ
。

調査( 張り替え) 区域

道路は広くきれいに
使いましょう

最
近
、
道
路
を

商
品
置
場
に
使
っ

た
り
、
空
缶
や
紙

屑
な
ど
の
敵
乱
か

目
立
ち
ま
す
。

道
路
は
公
共
の

も
の
、
大
や
車
の

交
通
の
た
め
に
あ

り
、
佃
人
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
遭
路

は
広
く
、
き
れ
い

に
便
い
ま
し
″

う

。

、
道
路
に
空
缶
や
紙
屑
、
た
ぱ
こ
の

投
げ
捨
て
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●

清
涼
飲
料
な
ど
の
自
励
販
売
機
か

ふ
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機

械
を
筐
い
て
い
る
お
店
で
は
、
必
ず

空
缶
、
空
ピ
ン
の
屑
吻
入
れ
を
あ
わ

せ
て
置
い
て
く
だ
さ
い
。

●

商
品
一
場
や
自
助
販
売
機
を
I道
路

に
出
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い

ま

す
。
交
通
亭
故
の
も
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
道
路
に
は
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・

家
庭
の
ゴ
ミ
を
集
積
所
に
出
す
と

き
は
、
交
通
の
支
陣
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
1
4
)

江
戸
時
代
・
徳
川
幕
府
か
支
配
体

制
を
固
め
る
た
め
、「
士
・
農
・
エ
・

商
」
と
い
う
身
分
制
度
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
、
「
エ
タ
」
『
非

人

』
と
い
う
身
分
を
作
っ
た

。

我
々
部
落
民
の
祖
先
は
、
「
エ
タ
」

「
非
人
」
と
さ
れ
、
勳
物
の
死
体
処

理
や
、
刑
の
執
行
に
あ
た
る
こ
と
な

ど
、
人
が
き
ら
っ
た
り
、
憎
ん
だ
り

す
る
仕
事
を
、強
制
的
に
さ
せ
ら
れ
、

商
工
業
や
農
業
に
つ
く
こ
と
を
、
き

ぴ
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
当
時
の
人
々
、
特
に
『
水

の
み
百
姓
』
と
い
わ
れ
る
下
層
の
農

民
が
、
我
々
の
祖
先
を
差
別
し
、
人

間
と
し
て
あ
つ
か
ね
ず
、
忌
み
嫌
う

こ
と
に
よ
っ
て

、
自
分
遠
の
悲
惨
な

生
活
の
さ
さ
え
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。つ

ま
り
、「
上
を
見
て
く
ら
す
な
、

下
を
見
て
く
ら
せ
」と
い
う
考
え
を
、

支
配
者
側
か
た
く
み
に
農
民
達
に
う

え
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

。
支
配
者

に
向
け
ら
れ
る
不
満
を
押
え
、益
々
、

農
民
か
ら
の
搾
取
を
強
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
以
後
、歎
百
年
、部
落
差

別
は
常
に
温
存
、助
長
さ
れ
て
き
た

。

も
う
少
し
都
落
差
別
の
歴
史
を
語

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
部
落
差

別
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
、
考

え
て
い
き
た
い

。(
部
落
解
放
同
盟

足
立
支
部
　
(
(

四
-
三
七
(
五
)

あ
な
た
は
国
保
に

は
い
っ
て
い
ま
す
か

国
民
健
康
保
険
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

か
と
し
よ
り
ま
で
、
国
民
全
部
が
は
い

ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
各
種
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

除
き
ま
す

。

特
に
、
こ
と
し
の
一
月
か
ら
国
民
健

聚
保
険
の
適
用
範
囲
か
広
が
り
、
外
国

人
の
方
も
、
あ
る

】定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
国
保
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保

険
を
ぬ
け
た
時
は
、
十
四
日
以
内
に
区

役
所
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
出
張
所

で
、
加
入
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
保
課

へ
。

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

プ
ー
ル
管
理
要
員
の

養
成
講
習
会

夏
の
水
泳
シ
ー
ズ
ン
か
ま
も
な
く
や

っ
て
き
ま
す
か
、
毎
年
尊
い
生
命
が
失

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
は
ず
の
水

泳
が
悲
し
い
結
果
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

区
で
は
、
こ
う
し
た
水
の
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
水
に
対
す
る
知
叙
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
水
上
安
全
法
、
救
急
法
の
調
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
第
一
次
請
習
会

▽
日
時
・
・
・
五
月
二
十
―
百
(
火
)
?

二
十
六
日
(
土
)
午
前
十
時
?
十
二
時

▽
場
所
・・・
都
内
湿
水
プ
ー
ル
ほ
か

●
第
二
次
講
習
会

▽
日
時
・
・
―
七
月
十
日
(
火
)
?
十
四

日
(
土
)
午
後
六
時
三
十
分
~
(

時

三
十
分

▽
場
所
・
―
・
区
体
育
館
プ
;
ル
ほ
か

▼
対
象
だ
一
般
区
民
定
員
―
五
十
名

受
爾
料
―
無
科

▼
講
師
だ
日
赤
救
急
法
・
水
上
安
全
法

彼
術
指
導
貝

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
だ
電
話
で
、

区
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
(
　
(
(

二
-

一

二

こ

へ
ど
う
ぞ
。

参
加
者
は
、
水
着
、
医
師
の
健
康
診

断
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

■
献
血
に
ご
協
力
を

五
月
・
六
月
移
動
探
血
日
程

五
月
二
十
三
日
(
水
)
大
谷
田
小

五
月
二
十
四
日
(
木
)
江
北
小

五
月
三
十
日
(
水
)
北
千
佳
駅
西
口

五
月
三
十

―日
(
木
)
栗
鳥
小

六
月
一
日
(
金
)
十
九
出

六
月
四
日
(
月
)
鹿
浜
小

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
○
時

三
十
分
ま
で
は
昼
食
休
憩
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
第
4
6回
成
人
学
校

期
間
五
月
二
十
九
日
?
七
月
五
日
　

毎
週
火
・
木
町
日
の
十
―
百
聞
　

午
後
六
時
?
(
時

会
場
足
立
区
背
年
館

科
目

▼
和
裁
(
運
針
か
ら
ユ
カ
タ

ま
で
)
▼
お
菓
子
の
作
り
方
▼
デ

ッ
サ
ン

受
講
資
格
区
内
在
住
・
在
動
の
方

受
講
料

無
料
(
材
料
費
等
は
各
自

負
担
)

定
員

各
科
目
と
も
五
十
名

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

五
月
二
十

一
日
か
ら
、
区
教
育
委
員
会
文
化

係
へ
(一
話
で
も
受
付
け
ま
す
)
。

■
母
子
栄
養
食
品
の

支
給
基
準
が

広
が
り
ま
し
た

所
得
の
低
い
家
庭
の
妊
産
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
に
栄
養
食
品
と
し
て
、
ミ
ル

ク
を
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
、
対
象
と
な
る
範
囲
が
、
所

得
税
非
課
税
の
家
庭
の
方
に
ま
で
広

が
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
は
、
母
子
手
帳
と
印

暖
(
給
与
所
得
の
方
は
源
泉
徴
収
票

を
添
付
)
を
お
持
ち
の
・つ
え
、
区
民

部
管
理
係
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

畔
し
く
は
、
区
民
部
管
理
係
へ
ど

う
ぞ
。

■
青
年
グ
ル
ー
プ

活
動
請
座

区
で
は
、
広
く
膏
年
の
皆
さ
ん
に

グ
ル
ー
プ
学
習
・
活
動
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
『
青
年
の
鴨
』
を
拡

け
る
た
め
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
6
/
1
2
?
7
/
1
2
の
火
・
木
　

曜
日
(
6
/
2
6
を
除
く
)
午
後
七
　

時
?
九
時
。

会
場

足
立
区
文
化
会
館

内
容

司
会
の
仕
方
・
社
会
教
育
と

社
会
教
育
行
政
・
青
年
期
の
生
き

か
い
・
今
後
の
青
年
団
体
活
動
の

課
朗
・
青
年
団
体
と
施
設
他
。

そ
の
他
、九
月
?
十
月
に
レ
ク
リ

エ
ー
ジ
'
ン
講
習
会
を
鬨
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
区
教
育
委

鰕
会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

初
心
者
講
習
会

と
か
く
連
助
不
足
に
な
り
が
ち
な

マ
マ
さ
ん
を
対
象
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
普
及

、
体
力
づ
く
り
を
目
的
と

し
て

、
次
の
要
領
で
講
習
会
を
鬨
き

ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

六
月
十
六
日
(
古

午
後
一

時
～
五
時
、
六
月
十
七
日
(
日
)
　

午
前
九
時
?
午
後
五
時

場
所

足
立
区
体
育
館
(
東
武
綿
梅

鳥
駅
下
車

徒
歩
十
分
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
家
庭
婦

人
参
加
費

無
料
定
員

百
名

講
師
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
y
ク
代
　

表
遇
手

宍
倉
邦
枝
氏
ほ
か

申
込
み
は

所
定
の
申
込
み
用
紙
ま

た
は
往
復
(
ガ
キ
に
氏
名
・
年
齢

・
住
所
を
明
記
の
う
え
。
区
教
育

委
員
会
体
育
振
興
係
(
足
立
区
千

住
仲
町
五
(
　
(

【

ニ
ー
一
一

】
こ

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

一

話
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

そ
の
他

運
動
の
で
き
る
服
装
を
用

恵
し
て
く
だ
さ
い
。

■
毎
勤
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

都
で
は
、
毎
月
の
賢
金
、
労
働
時

間
。
履
用
の
動
き
を
誨
べ
る
た
め
、

「
毎
月
動
労
統
計
調
軣

を
行
な
っ

て
い
ま
す

。

こ
の
た
ぴ
、
調
査
結
果
の
精
度
を

維
持
す
る
た
め
、
調
査
対
象
事
業
所

の
抽
出
謦
え
を
し
て

、
新
し
い
事
業

所
(
一
都
継
続
)
を
調
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

調
蚕
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
は
、

ご
多
忙
中
恐
縮
で
す
が
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
都
総
務
局
統
計
部
人
口
統
計

課
へ
。
　
こ
こ
〒
五
一
二

■
下
水
管
に
油
類
を

す
て
な
い
よ
う
に

下
水
管
に
油
が
流
れ
込
み
ま
す

と
、
処
理
場
の
処
理
能
力
を
低
y
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

爆
発
事
故
や
中
毒
な
ど
を
起
こ
し
、

多
数
の
人
び
と
が
迷
惑
兮
つ
け
る
原

因
と
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
・つ
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
絶
対
に
油
類
を
下
水
管
に
流
さ

な
い
よ
う
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
年
金
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

拠
出
制
国
民
年
金
の
障
客
・
母
子

・
遺
児
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
現
況
届
を
区

役
所
国
民
年
金
課
給
付
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
し
ま
せ
ん
と
今
年
度
の

年
金
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
庄

意
く
だ
さ
い
。

■
地
域
に
老
人

ク
ラ
ブ
の
設
立
を

だ
助
成
金
が
で
ま
す
だ

現
在
、
区
内
に
七
十
三
の
老
人
ク

ラ
ブ
か
あ
り
、
娯
楽
・
教
養
・
奉
仕

活
助
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
参
加

人
数
は
、九
千
五
百
人
で
、六
十
戚
以

上
の
お
年
寄
り
の
四
分
の
一
で
す
。

ま
だ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
で
き
て
い

な
い
地
域
か
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
、
ク
ラ

ブ
を
作
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
年

間
十
二
万
円
の
助
成
金
が
で
ま
す
。

助
成
金
を
叉
け
ら
れ
る
ク

ラ
ブ

は
、
次
の
要
件
を
そ
な
え
た
も
の
で

す
。
会
員
は
、
活
助
が
円
活
に
行
な

え
る
程
度
の
小
地
域
内
に
住
み
、
お

お
ひ
ね
六
十
歳
以
上
の
方
か
自
由
に

参
加
で
き
五
十
人
以
上
で
組
織
さ
れ

た
ク
ラ
ブ
で
す
。
ま
た
、
活
動
は
自

主
的
に
月
四
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
区
役
所
援
護
係
へ
。

お
礼

次
の
方
か
ら
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

■
育
英
賢
金
に
=
横
田
広
一
さ
ん
　

(
伊
興
町
大
穩
一
(
四
四
)

■
社
会
福
祉
事
業
に
I
田
中
昭
治
さ

ん
(
江
北
三
丁
目
四
五
!
一
三
)
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